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アメリカのサブプライム問題に端を発した金融危機は、サブプライム・ローン市場だけ

でなく、幅広く金融資本市場に深刻な影響を及ぼしている。世界的に深刻なクレジットの

収縮、実体経済と金融システムとの負のスパイラルも懸念されるところである。これらの

点を概括する。また、今回の危機は貸出債権の証券化・銀行の存在理由、金融資本市場に

おける流動性の意味・重要性、BIS 規制等の公的介入のあり方など金融論が長年分析の対

象としてきた根本問題に深いインプリケーションを持っている。これらについても論じた

い。 


